
【資料 3-2】 

 

「1 人１台端末」持帰り活用例： 

 

・「リコーダーを演奏し、自分で録画して、自他で事後確認」を宿題にする。 

 

・「音読を自分で録画して、自他で事後確認」を宿題にする。 

 

・「調べ学習」させ、成果を宿題として出させる。 

 

・タイピングの宿題（らっこたん）を出す。 

 

・「navima」などのデジタルドリルで宿題を出す。 

（個々の習熟度に合わせ、単元や学年をさかのぼって学習させる） 

（教員が、一人ひとりの進度やクラス全体の進捗確認できる「「個人カルテ」や「ク

ラス別実施サマリー」を活用する） 

 

・「ＮＨＫ「for「School」等のアプリを活用している。 

 

・デジタル教材「スタディサプリ」を復習等に活用している（配信対象校のみ） 


